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館山小 国語学習を支える３つの柱 

言語の基礎的・

基本的な知識・

技能の向上 

 

興味・関心を高

める国語環境の

充実 

国語科経営の重点 

読解力・表現力を育てる 

 

 

 

 

 

 
 

文学的文章や説明的文章において，文章構成や述べ方の工夫，文章の内容や作

品に込められた思いなど，書かれていることを正しく読むとともに，自分の考え

をもつ力が読解力である。自分の読み取ったことを音声言語や文字言語を使って

お互いに伝え合うことを通して，必要な表現力も育てられると考える。  

国語科の目標 

 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資

質・能力を次の通り育成することを目指す。 

（１） 日常生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

（２） 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。 

（３） 言葉がもつよさを認識するとともに，言語感覚を養い，国語の大切さを自覚し，国語を     

    尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

そのために 

国語科のめざす子ども像 

自分の思いや考えを伝え合うことができる子 

 

子ども主体の 

学習をめざす 

単元学習による 

授業の展開 
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【柱２】言語の基礎的・基本的な知識・技能     

    の向上 

（１）全校朝読書・読み聞かせ 

（２）朝の音読・詩の暗唱 

（３）チャレンジタイム 

（４）音読・読書カード 

（５）国語辞典・漢字辞典の日常化（３年生以上） 

（６）基礎・基本の時間 

（７）漢字甲子園（４年生以上） 

（８）家庭学習の習慣化 

【柱１】子ども主体の学習をめざす単元学習による授業の展開 

１ 本校で捉える単元学習とは 

本校で捉える単元学習とは，子ども主体の学習をめざすものである。子ども主体の学習は学

習課題に対して目的や必要性を感じながら学びに取り組むことだと考える。また,生涯にわたって学

び続け自己を高めていくために必要な資質の育成につながると考える。 

２ 単元を組むための視点 

 子ども主体の単元を組むために必要な六つの視点 

①学習過程の明確化，②言語活動の種類や特徴の明確化，③系統性の重視，④伝統的な言語文化

の重視，⑤読書活動の充実，⑥年間指導計画の作成 

３ 子どもの実態・付けたい力によって変わる単元構成の例 

 単元を組むまでの流れを設定している。まず，子どもの実態を把握し，子どもに付けたい力を明

らかにしてから，言語活動及び学習材を設定し，単元を構成していく。 

４ 子ども主体の学習を支える国語学習 

（１）文章構成を学ぶ…説明文では「はじめ・なか・おわり」，物語文では「前話・中話(クライマ

ックス)・後話」の構成を捉えて読む。 

（２）音読をする………ねらいに応じた音読をする。 

（３）視写をする………内容理解を深めたり，作品の構造などに気付いたりするために視写をする。 

（４）一人読みをする…文章にじっくりと向き合い，学習課題に対して自分の考えをもつ。 

（５）話し合う…………ペア・少人数グループ・全体など目的に合った形態でテーマを明確にして

話し合う。 

（６）一人学びをする…一人学びの手引き基に，文章を読む。 

（７）ノート作り………書くことで学習課題に対する自分の思いや考えを明らかにする。 

学習してわかったことや考えが深まったこと等を国語日記として書く。 

５ 学び合いを確かにする評価活動   

子どもの自己評価と相互評価 

６ 年間指導計画 

 〔知識及び技能〕「思考力，判断力，表現力等〕についての年間指導計画 

【柱３】興味・関心を高める国語環境 

    の充実 

○いろは坂    

○熟語くん        

○読み聞かせコーナー 

○古典にふれる 

○特別な読み方の漢字 

○体の慣用句 

○昔の月の言い方 

○十二支       など 

国語学習を支える３つの柱 
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【柱１】子ども主体の学習をめざす単元学習による授業の展開 

１．本校で捉える単元学習とは 

本校では，子どもがより主体的な学習を進めることができるような単元を組んで，日々の授業を展開する。教

師は，まず子どもの実態を把握してから，国語科の目標に基づいて子どもに付けたい力を明確にし，そこを出発

点とする。そして，その力にふさわしい言語活動は何か，その力を身に付けるためにふさわしい学習材は何かと

いう視点で，単元構成を行う。 

各単元の学習では，教師が導入段階で子どもにゴールを示すことで，子どもは，学習に対しての意欲をもち，

ゴールまでの学習の見通しをもつことができるようにする。子どもは，自分の課題を明確にし，課題にそった言

語活動を行い，主体的に学ぶ。主体的な学びを通して，学ぶ楽しさを知り，学ぶ意欲をもち続けることができる。 

様々な単元学習の実践を積み重ねて国語科経営の重点「読解力・表現力を育てる」ことで，「自分の思いや考

えを伝え合うことができる子」という国語科のめざす子ども像に迫り，より確かな学力を付けさせることができ

るものと考える。 

 

 

      

 

 

 教師 子ども 
前 

学

習 

・単元の導入の前の学習での耕しが大事である。 

・柱２・３でも日常の指導を行っているが，この単元にかかわる指導も有効である。  

 

 

 

 

並 

 

行 

 

読 

 

書 

 

・ 

 

多 

 

読 

 

へ 

 

導 

入 

・単元のゴールを示す。 

(教師作成のモデルの提示) 

・ねらいを達成するために

学習の視点を明確にす

る。 

・ゴールでの姿のイメージをもつ。 

・「何のために」「誰に」という目的意識及び相手意識，そして， 

「何を通して」「どのように」という学習の見通しをもつ。 

  → より主体的に学習に取り組むことができる。 

 

展 

 

 

 

 

開 

・この学習材で，「何を学ば

せ」「どのような力を付け

るのか」を明確にして指

導する。 

・「何を」「何のために」読むのかを常に意識しながら主体的に学習

に取り組む。 

・筆者の説明や考え，作品の主題，段落相互の関係や述べ方の工夫

等を読み取っていく学習活動を行い，読みを深めていく。 

・見たり，聞いたり，調べたりしたことや，実際に経験したことか

ら書くことを決め，事柄の順序に沿って簡単な構成を考えて，語

と語や文と文との続き方に注意しながら文章を書く。 

・場面の状況や情景を想像したことがはっきりと伝わるように，文

章構成や表現方法を工夫しながら文章を書く。 

→ 言語活動を通して必要な読解力・思考力・表現力を習得する。 

 

終 

 

末 

 

・「何のために」「誰に」「何

について」「どのように」

伝え合わせるのか明確

にして指導する。 

・筆者の考え，作品の構成の仕方，言葉遣いなどを活用して，表現

する。 

・相手を意識しながら，自分の思いや考えがわかるように伝えたり，

相手の思いや考えを受け止めたりする。 

・互いの思いや考えを出し合うことで，多様な考えに触れる。 

   

・子どもに付けたい力が付

いているか評価する。 

・伸びた力の自己認識をさ

せる。 

・ゴールの姿（付けたい力がついている状態） 

   

・「何を学んだか」「何ができるようになったのか」「どんな力が付い

たのか」等を振り返る。 

 

 

活 

 

用 

 

次へつなげる。   他教科とかかわる。   日常化する。 

 

次の課題を見つけて，調べたくなる。 

教師の設定したゴールを越えて，次のゴールを見つける。 

 

 

家庭学習へもつながる 

＜単元を組むまでの流れ＞ 

①子どもの実態を把握する ②身に付けたい力を確認する ③表現様式を明らかにして言語活動を設定する 

④学習材を選定する  ⑤単元を構成する 
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２．単元を組むための視点 

（１）学習過程の明確化   

  子どもが主体的に学ぶための目的意識をもたせるために，導入の段階で単元のゴールを示す。ゴールの姿を

知りゴールまでの学習過程を考えることで子どもは「何を」「何のために読むのか」というように，自らのゴ

ールのために必要性をもって学習に取り組むことができる。そうすることで，学習材の内容や筆者の作品の構

成の仕方，言葉の遣い方など，目的に応じて主体的に読み取っていくことができるようになる。そこで，本校

では子どもたちの主体的な学習のために，ゴールと学習過程の提示を大切に扱っている。 

 ゴールの提示は性質上最初に行われるが，子どもの実態や学習歴，単元の構成などから，より子どもが主体的

に学べるよう，子どもと一緒に学習計画を立てる等工夫して行う。 

（２）言語活動の種類や特徴の明確化   

  言語活動を設定するためには，子どもの実態を把握し，付けたい力に対してどのような言語活動が適切であ

るのかを見極めなければならない。学習指導要領には，各領域の内容に言語活動例が具体的に示されている。

この例示を拠点とし，その言語活動の特徴は何か，扱おうとする学習材の特徴は何かを十分に教材研究し，子

どもの実態に即して意欲的に行える言語活動を設定する。 

（３）系統性の重視   

  国語科では学習内容が螺旋的，反復的に進められていく。読んだり書いたり，話したり聞いたりすることは，

どの学年でもあり，付けたい力は異なる。本校では，各領域の系統性を一覧にし，意識してその学年での付け

たい力を明確にして指導する。 

（４）伝統的な言語文化の重視 

  伝統的な言語文化に低学年から触れ，生涯にわたって親しむ態度の育成が重視されていることから，指導要

領に「我が国の言語文化に関する指導の改善・充実」が位置付けられている。様々な時代に，文学をはじめ様々

な言語文化があり，話し言葉，書き言葉それぞれにわたって様々な形態があるため，各領域においても言語文

化に親しむ態度を育てていく。そのために，学年ごとに親しませたい言葉や文章表現を掲示し，国語環境の充

実を図る。 

（５）読書活動の充実   

  子どもたちが主体的に本を選んだり，必要な情報を検索して読んだりして，文章に対する自分なりの考えが

伝え合えるような読書をする子どもを育てるために，国語科の授業においても読書活動を積極的に取り入れて

いく。単元を組む中で，本校の図書室や絵本の部屋の本だけでなく，市立図書館からもテーマに合った本を取

り寄せて環境を整えることで，子どもたちが主体的に並行読書をするよう仕向ける。 

（６）年間指導計画の作成  

  それぞれの単元においてどのような力を付けるかは，その単元だけで考えるのではなく，広い視野をもち，

年間指導計画で１年間の見通しをもって行っていく。本校では，領域ごとにまとまった年間指導計画をつくっ

ており，それを活用することで各学年相互の関連を図り，系統的，発展的な指導が行えるものと考える。 

           

今年度の重点 

 今年度は，本校研究の重点として「つなげて聞く・つなげて話す」，「個別最適化の学習」を設定している。 

「つなげて聞く・つなげて話す」は授業内で，教師の発問に対して子ども同士で発言をつなげ合えるようにし

ていきたい。昨年度までにも，３人対話（ルールをもとに３人が順番に語り，黙考することを繰り返し行う）

や全体対話などで，友達の意見につなげて話すことは取り組んできた。「つなげて聞く・つなげて話す」ため

にはまず，友達や教師の発言を確実に聞き取る力が重要であると考える。自分の考えと比較しながら話を聞く

ということを基本として進めていきたい。また友達の話や教師からの発問について，自分自身で考え自問自答

をする自己内対話をする必要がある。自問自答をしていくことで，現段階での自己の考えを確立していく。 

友達の発言や教師の発問の後には，ハンドサイン（挙手をした時に，発言の意図を示させる。前の発言者と

同じあるいは似ている場合，質問したい場合，意見を付けたしたい場合等）を用いて発言をつなげていく手法

もとっていく。教師は，子どもたちの発言が繋がるように指名の順番を考えて発言をさせていく。 

 「個別最適化の学習」を実現するためには，子ども一人一人の特性や学習進度，学習到達度に応じ指導方法

や教材を提供したり，個々の興味・関心に応じた異なる目標に向けて，情報を広く収集・分析をして学習に生

かせるようにしていく。そのために，館山市図書館や一人一台のタブレットを活用し，子どもたちが自分で情

報を取捨選択をして，学習に生かせるようにさせていく必要がある。 

 全国学力学習状況調査の結果より，国語科では「読むこと」の領域で県や全国の平均点よりも，下回ってい

る現状がある。そのため今年度は教科書に出てくる文学的作品や説明的文章だけでなく，子どもたちが幅広く

様々な作品と出合えるように，朝のチャレンジタイムや授業の始めなどに，読み聞かせを行っていく。また，

２００字程度の短作文を書く時間（文文タイム）を設定することで，文章を抵抗なく書く力や，思ったことを

自由に表現をする力を養っていきたい。 
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３．子どもの実態・付けたい力によって変わる単元構成の例 

☆同じ学習材でも，子どもの実態によって付けたい力が異なると，単元の構成の仕方は様々に変化する。 

  

【実践例１】   ４年 学習材 『ごんぎつね』を使った単元構成の例 

書く力が弱い                                読む力が弱い 

      ↓                                  ↓ 

                                   

 書く力を付けたい                              読む力を付けたい  

       

↓                                  ↓ 

 

 

        

 

  

 

 

 

 

 

  

 

【実践例２】   ２年 学習材 『すみれとあり』を使った単元構成の例 

話す・聞くが弱い                               書く力が弱い  

      ↓                                  ↓ 

 

話す・聞く力を付けたい                            書く力を付けたい  

       

↓                                  ↓ 

 

 

        

 

  

 

 

 

 

①子どもの実態を明らか 

にする 

興味・関心・態度 

既習事項・内容 

身に付いている力  

まだ身に付いていない力 

②身に付けたい力を確認する 

③表現様式を明らかにして 

言語活動を設定する        

④学習材を選定する         

⑤単元を構成する 

「読むこと」の領域のみの単元 

【言語活動…音読発表会を開こう】 

 

続き話を書くために読む。  物語を読んで考え，対話を通して 

さらに考える。 

「読むこと」の領域と「書くこと」

の領域を関連させる単元 

【言語活動…新美南吉の作品を味わ

い，『ごんぎつね』の思いをつなぐ

後話を書こう】 

「読むこと」の領域のみの単元 

【言語活動…ごんにすすめたい物語

はこれだ！】 

目的意識・相手意識をもち，表現方法

を考える。 

目的意識・相手意識をもち，わか

ったことを手紙で伝える。 

①子どもの実態を明らか 

にする 

興味・関心・態度 

既習事項・内容 

身に付いている力  

まだ身に付いていない力 

②身に付けたい力を確認する 

③表現様式を明らかにして 

言語活動を設定する        

④学習材を選定する         

⑤単元を構成する 

「話すこと・聞くこと」の領域と「読むこ

と」の領域を関連させる単元 

【言語活動…すみれとありについて説明し

よう】 

「読むこと」の領域と「書くこと」

の領域を関連させる単元 

【言語活動…すみれとありについてわ

かったことを手紙で知らせよう】 
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  〔思考力，判断力，表現力等〕の内容 

（１）「読むこと」の領域に重点をおいた，主体的な学びの実現に向けた取組 

国語学習で捉える主体的な学びとは，子どもたちが学習課題に対して目的や必要性を感じながら学びに取り組む姿だ

と考える。そして，以下の４つの姿が見られたとき，主体的に学ぶことができたと捉えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「読むこと」の領域に重点をおいた，対話的な学びの実現に向けた取組 

 国語学習における対話的な学びとは，子ども同士の対話活動を中心に，文章の要旨や「作品の心」を基にして，自分

と友だちとの考えを比べたり，自分の考えを再考したりすることであると考える。その際，話し合うだけが対話の姿で

はなく，自分なりの表現方法（例えば文字言語等）で表したことについて自己内対話をし，考えを深めたり，広げたり

していくことも大切であると捉えている。従って，めざす子どもの姿及び取組について以下のように示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１「作品の心」：文学的文章（物語）が，読者である自分に最も強く語りかけてくること。 

※２「比べ読み」：２つの文章を共通点や相違点，表現方法等，様々な視点で比べて読むこと。 

※３「重ね読み」：複数の文章の要旨や「作品の心」を関連付けて読むこと。 

※４「自己内対話」：ある課題をもとに，自分自身で考え自問自答すること。 

※５「カンファレンス」：ルールをもとにペアで質問と答えを繰り返し，思考していくことで考えを集約していく 

対話の手法の一つ。 

※６「３人対話」：ルールをもとに３人が順番に語り，黙考することを繰り返し行い，最後はフリートークで， 

自分の考えを深めたり，広げたりしていく対話の手法の一つ。 

 

「作品の心」について 

本校では，文学的文章（物語）を読んだ際に，その作品が読み手に最も強く語りかけてくるメッセージを「作品の心」

であると捉えている。メッセージの受け取り方や感じ方は人それぞれであり，年齢やその時の生活環境，気持ちで変わ

っていくものであるため，その都度，真剣に文学的文章（物語）を読むことが大切である。自分なりに読んで感じたメ

ッセージを「作品の心」として捉え，自分の言葉で表現していくことが文学的文章（物語）を読む目的であると考える。 

 

 

４．国語学習における主体的・対話的で深い学びの実現に向けて 

【主体的に学ぶ子どもの姿】 

①子ども自身が，課題を理解して,読む楽しさを感じながら学習する様子 

②既習や読書経験を生かし，文章を関連付けて読んだり，友達と共有したりする様子 

③課題をもって読み進めた活動を振り返り，次の読書や学習につなげている様子 

④意味のわからない言葉を辞典を使って調べるなど，粘り強く学習に向かう様子 

【主体的な学びの実現に向けた取組】 

①学習の見通しをもち,文章の構成を学び，文章の要旨や「作品の心」※１を考える 

②「比べ読み」※２や「重ね読み」※３をし,関連付けたり,様々な対話をしたりして,粘り強く課題に取り 

組んだりする 

③既習や読書経験を生かし，作者やシリーズ，テーマで読書をし，多読につなげる 

【対話的に学ぶ子どもの姿】 

①文章の要旨や「作品の心」※１をもとに，友だち同士又は自己内対話※４をしている様子 

②多様な表現方法で，考えを伝え合い，繰り返し思考する様子 

【対話的な学びの実現に向けた取組】 

①「カンファレンス」※５や「３人対話」※６等の手法をもとに，学年の実態に応じて対話する 

②相手との共通点や相違点を理解して繰り返し思考し，考えを深めたり広げたりする 

※１「作品の心」：文学的文章（物語）が，読者である自分に最も強く語りかけてくること。 

※２「比べ読み」：２つの文章を共通点や相違点，表現方法等，様々な視点で比べて読むこと。 

※３「重ね読み」：複数の文章の要旨や「作品の心」を関連付けて読むこと。 

※４「自己内対話」：ある課題をもとに，自分自身で考え自問自答すること。 

※５「カンファレンス」：ルールをもとにペアで質問と答えを繰り返し，思考していくことで考えを集約していく 

対話の手法の一つ。 

※６「３人対話」：ルールをもとに３人が順番に語り，黙考することを繰り返し行い，最後はフリートークで， 

自分の考えを深めたり，広げたりしていく対話の手法の一つ。 

 

「作品の心」について 

本校では，文学的文章（物語）を読んだ際に，その作品が読み手に最も強く語りかけてくるメッセージを「作品

の心」であると捉えている。メッセージの受け取り方や感じ方は人それぞれであり，年齢やその時の生活環境，気

持ちで変わっていくものであるため，その都度，真剣に文学的文章（物語）を読むことが大切である。自分なりに

読んで感じたメッセージを「作品の心」として捉え，自分の言葉で表現していくことが文学的文章（物語）を読む

目的であると考える。 



国－7 

（３）「読むこと」の領域における，深い学びの実現に向けた取組 

「読むこと」領域における，深い学びの実現に向けてめざす子どもの姿及び取組について以下のように示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「書くこと」の領域における，主体的な学びの実現に向けた取組 

「書くこと」の領域における，主体的な学びの実現に向けてめざす子どもの姿及び取組について以下のように示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１「日記」「手紙」「報告文」「意見文」「観察文」「物語文（続き話・ファンタジー等）」「案内文」「お礼文」「詩」 
「短歌・俳句」「随筆」「推薦文」「記録文」 他 

※２「要約」「割り付け」「引用」「図表・グラフ」 他 
※３「比喩」「擬人法」「倒置法」「体言止め」「オノマトペ」 他 

（５）「書くこと」の領域における，対話的な学びの実現に向けた取組 

 「書くこと」の領域における，対話的な学びの実現に向けてめざす子どもの姿及び取組について以下のように示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主体的に学ぶ子どもの姿】 

①題材の設定及び必要な情報の収集をして，知識や経験と照らし合わせ整理し,伝えたいこと

を明確にして書く様子 

②既習をもとに文章の構成を検討しながら，書き表し方を工夫している様子 

③子ども自身が，文や文章を整えたり，内容や表現の良いところを見つけたりする様子 

【主体的な学びの実現に向けた取組】 

①日記や手紙を始め，報告文や意見文等※１の文の書き方を学び，目的意識や相手意識をもっ

て，既習の語彙を用いて様々な表現方法で伝えたいことを明確にして書く。 

②要約や割り付け等※２を学び，書き表し方※３を工夫する。 

③互いの文を読み合い，文や文章を整えたり，感想を交流したりし，友だちや自分のよいと

ころについて考える。 

【対話的に学ぶ子どもの姿】 

①自分の伝えたいことを表した文章をもとに，友だち同士又は自己内対話をしている様子 

②多様な文章表現で，考えを伝え合い，繰り返し思考する様子 

【対話的な学びの実現に向けた取組】 

①「カンファレンス」や「３人対話」等の手法をもとに，系統的に対話する。 

②対話を通して，自分なりに文や文章を整え，繰り返し思考し，考えを深めたり，広げたり

する。 

【深く学ぶ子どもの姿】 

①学習内容を既習と関連付けながら振り返りを行い,より理解を深めている様子 

②学習を通して自分に身に付いた力について理解したり,生活に生かしたりしている様子 

③子ども自身が学習内容を基に新たな課題等を見い出し,解決していく様子 

 
 

【深い学びの実現に向けた取組】 

①国語日記を基に学習の振り返りを行い,学習内容を既習や他教科と関連づけたり,自分の考えを言

葉や文章で表現したりする。 

②自分なりの問い（課題）をもって,新たに思考したり対話したりしながら読む。 

③作品の心を伝え合う活動を通して,受け取り方は一人一人異なると理解する。 
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（６）「書くこと」の領域における，深い学びの実現に向けた取組 

「書くこと」領域における，深い学びの実現に向けてめざす子どもの姿及び取組について以下のように示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）「話すこと・聞くこと」の領域における，主体的な学びの実現に向けた取組 

「話すこと・聞くこと」領域における，主体的な学びの実現に向けてめざす子どもの姿及び取組について以下のように示す。 

 

 

 

 

 

 

 

（８）「話すこと・聞くこと」の領域における,対話的な学びの実現に向けた取組 

「話すこと・聞くこと」領域における，対話的な学びの実現に向けてめざす子どもの姿及び取組について以下のように示す。 

 

 

 

 

 

 

 

（９）話すこと・聞くこと」の領域における,深い学びの実現に向けた取組 

「話すこと・聞くこと」領域における，深い学びの実現に向けてめざす子どもの姿及び取組について以下のように示す。 

 

 

【主体的に学ぶ子どもの姿】 

①言葉を通じて積極的に人と関わり，相手に伝わるように話をする様子 

②相手が知らせたいことや自分が聞きたいことを集中して聞き,話の内容をとらえて感想をもつ様子 

 

【主体的な学びの実現に向けた取組】 

①話す事柄の順序や構成を考え,伝えたい事柄や相手に応じて,声の大きさや速さを工夫して話す。 

②話を聞く視点を明確にし,意識して聞く。 

【対話的に学ぶ子どもの姿】 

①互いの話に関心をもち,相手の発言を受けて話をつなぐ様子 

②尋ねたり応答したりして,少人数で話し合う様子 

 

【対話的な学びの実現に向けた取組】 

①話の内容を理解して,相手の発言に関連した発言をすることで話をつなぎ,感想をもつ。 

②互いに認め合う雰囲気を大切にし,聞き手の反応を見ながらわからないことを質問したり応答し

たりする。 

【深く学ぶ子どもの姿】 

①学習内容を既習と関連付けながら振り返りを行い,より理解を深めている様子 

②自分の考えを述べたり,友達の考えを聞いたりして,繰り返し思考する様子 

 

 

【深く学ぶ子どもの姿】 

①学習内容を既習と関連づけながら振り返りを行い,より理解を深めている様子 

②学習を通して自分に身に付いた力について,理解している様子 

③子ども自身が学習内容を基に新たな課題等を見い出し,解決していく様子 

 

【深い学びの実現に向けた取組】 

①国語日記を基に学習の振り返りを行い,自分に身に付いた力について理解する。 

②学習内容を精査して,自分の考えを言葉や文章で表現する。 

③目的や意図に応じて,様々な表現方法で自分の考えが伝わるよう書き表し方を工夫する。 
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（１０）学習課題について一人読みのノートに何を書かせるか  

  〈説明的文章〉 

１

年 

・問いと答えの文や言葉を書く。  ※必要な文や言葉だけを書く。 

・本文を視写する。 

２ 

年 

・事柄の順序（特徴，方法，作業の手順など）を読み取って書く。   ※必要な事柄だけを書き抜く。 

・時間の順序（時間の推移，行動・成長の変化など）を読み取って書く。 

     ※箇条書きで書き，矢印でつなげる。   

 

３

年 

・大段落（大部屋）の小見出しを考えて作る。 

・段落ごとに要点を見つけて書き抜く。 

 ※中心となる文を見つけ，その中で要点となる言葉を書き抜く。 

       字数制限も有効。       （方法，役割など） 

４

年 

・小見出しを考えて作る。（大段落ごと，または，小段落ごと）   

・段落の役割を理解し，要点を見つけて書き抜く。 

     ※中心となる文を見つけ，その中で要点となる言葉を書き抜く。 

５

年 

・課題（問い）に対する結論を探し，要旨を短くまとめて書く。 

・結論の根拠となる事例を書き加える。 

     ※大切な言葉をつなぎ合わせ，要旨を短く書く。そこに，見やすく説明や事例を書き加える。 

 

６

年 

 

・課題や筆者の投げかけに対する論の展開（答えや方法が複数の場合もある）を読み取り，要旨を 

短くまとめて書く。 

・結論の根拠となる事例を書き加える。 

・筆者の立場と自分の考えとを比べて書く。 

     ※大切な言葉をつなぎ合わせ，要旨を短く書く。そこに，見やすく説明や事例を書き加える。 

自分の考えも書く。 

   〈文学的文章〉 

１

年 

・学習課題に対応した答えを書く。   ☆その子なりの言葉で，思いや考えを書く。 

・登場人物の行動から気持ちを想像して「 。」で書く。 

２

年 

・学習課題に対する答えとなる言葉（キーワード）を見つけて書く。 

      ☆キーワード←その言葉から登場人物の気持ちを想像する。 

                                場面の様子を想像する。 

・登場人物の行動から，場面の様子や気持ちを想像して「 。」で書く。 

３ 

・ 

４

年 

・学習課題に対する答えとなる言葉（キーワード）を見つけて書く。 

   ☆キーワード←その言葉から登場人物の気持ちの変化を想像する。 

                                場面の移り変わりを想像する。 

・キーワードから想像して，自分の考えを書く。 

【深い学びの実現に向けた取組】 

①国語日記を基に学習の振り返りを行い,自分に身に付いた力について理解する。 

②対話を通して様々な考えに触れ,それに対して思考し自分の考えをもつ。 

 



国－10 

・登場人物の性格や気持ちの変化を想像して「 。」で書く。 

５ 

・ 

６

年 

・学習課題に対して自分の考えを述べるために，根拠となる言葉を探す。 

☆キーワード←登場人物の相互関係や心情，場面についての描写などの優れた叙述を探す。 

・本文から根拠を探し，自分の考えを書く。 

・学習課題のまとめ・結論を書く。 

 

（１１）ノート作り 

国語の学習を充実させるためには，本文の言葉を根拠に読み取りや話し合いをさせ，自分の考えを広げたり深

めたりすることが大切である。そのために，学習課題に対する自分の思いや考えを，本文を根拠にしながらノー

トに書き込むことにより，わかったこと，わからないことを明らかにすることができる。 

 ノート作りを通して書くことへの抵抗感をなくす。 

①ノートの基本的な使い方 

１．単元の初めには学習のとびら，学習材，作者・筆者を書く。 

 

２．学習課題を書く。    → 

 

 

  

 

３．わかったことを書く。  → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．国語日記を書く。  → 

 

 

 

 

 

 

 
②各学年のノート   ※学年の子どもの実態に応じて変更する場合あり 

 
 

 

学習の目的を明確にする。 

・課題に沿って本文を読み，本文を根拠として 

課題に対する自分の考えを書く。 

・学習してわかったこと，友達の発表を聞いて思ったこと，新たにわか

ったこと，考えが深まったことなどを書く。 

・学習した内容が，既習や他教科と関連しているかどうか考えて書く。 

・新たな問い（課題）やその解決方法について書く。 

１年 
１０マスリーダー入り 

１２マスリーダー入り ４年 
１５マスリーダー入り 

１８マスリーダー入り 

２年 
１２マスリーダー入り 

１５マスリーダー入り ５年 
５㎜方眼リーダー入り 

３年 
１５マスリーダー入り 

６年 
５㎜方眼リーダー入り 

青い線で囲む 

一人読み   

・自分でじっくりと文章に向かい合うことで言葉に敏感になる。 

・自分なりの考えがもてる。 

・わかったこと，わからないこと等が明確になり，話し合い学習

に生かせる。 
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館山小の「読むこと」「書くこと」「話すこと・聞くこと」「話し合うこと」の基礎基本

読むこと（説明的文章） 読むこと（文学的文章） 書くこと（情報伝達）
・文章の大まかな内容を読み取る。 ・登場人物，中心人物が出てきて， ・知らせたいことをまとめ

１ はじめ・なか・おわり どんなことをしたか，またどんな て簡単に書く。

年・文意識をもつ。句読点・主語・述語 出来事があったかを捉える。

生・段落に分ける。形式段落 登場人物・中心人物
・「問い」と「答え」の関係を読ん ・人物の気持ちを想像して読む。 ・自分の考えが明確になる

２ だり，文章を比較して読んだりす ・場面の様子を，想像をふくらませ ように，簡単な組み立て

年 る。 ながら読む。 を考えて書く。

生 文末表現（問いの文，答えの文） ・場面の移り変わりや事柄などの
・時間の順序や事柄の順序を考え 順序を捉える。

ながら読む。

・説明されている事柄を叙述に結び

つけて読む。

・叙述に即して内容を読み取る。 ・人物の性格や場面の情景を文脈 ・必要な材料を選び，整理

３・中心の語や文を捉え，要点をま から想像しながら読む。 して書く。

年とめて要約をする。要点・要約 ・作品の構造を捉える。

生・段落相互の関係を考えて，文章の 前話・中話（クライマックス）・後話
中心的事柄を読み取る。接続語 ・人物の気持ちの変化や場面の移り ・相手や目的に応じて，必

４ 指示語・意味段落・文章構成図 変わりを想像しながら読む。 要な情報を集めたり，選

年・文章の展開の筋道をおさえ，文全 ・前後の関係（文脈）をおさえて， 択したりして書く。

生 体の構造をとらえる。（大部屋） 人物のしたことや言ったことのわ
序論・本論・結論 けを考える。

・目的や意図に応じて，文章の内容 ・描写や表現の工夫をおさえて，人 ・必要な情報を，観点ごと

５ をおさえながら要旨を捉える。 物の内容や行動の変化をとらえる。 に整理して書く。

年 要旨 心理描写・情景描写・比喩・反復

生・筆者の論の展開方法や主張の述べ ・人物の行動やことばを，他の人物
方を，文章を的確に読みながら明 や場面（状況）との関係で捉え，

らかにする。 その意味を考える。 ・根拠となる事象と感想，

６ 事例（大部屋・中部屋・小部屋） ・物語の発端から最後までの展開を 意見などを区別して書く。

年・事実と筆者の感想や意見の関係を 捉え，「作品の心」を考える。

生 おさえながら読む。 作品の心
・筆者の主張を捉え，自分の立場 ・主題を交流することで自分の考え

から根拠を明確にして批評する。 を広げたり深めたりする。

話すこと・聞くこと 話し合うこと 対話
１年生 ・経験したことの順序をたどって話す。 ・身近な事柄について ・自分の考えをペアや

・大事なことを落とさずに最後まで聞く。 話し合う。 みんなの前で話す。

２年生 ・知らせたいことを選び，整理して話す。 ・身近な話題（共有できる ・文章の好きなところ
・事柄の順序をおさえ，大事なことを落とさず 内容）を中心に話し合う。 や気に入ったところ

に聞く。 をお話する。

３年生 ・伝えたいことを選び，話の中心をはっきりさ ・自分の考えをはっき ・自分の考えと友だち
せて話す。 りさせて話し合う。 の考えを比べながら

・話の中心を考えて聞き，感想をもつ。 話したり，聞いたり

４年生 ・自分の考えがわかるよう，筋道を立てて話す ・考えの相違や共通点 する。
・話の中心や要点を聞き取り，感想をまとめる。 を考え，話し合う。 ・互いの考えが，関連

し合い，広がってい

くよう話し合う。

５年生 ・自分の考えや意図がわかるように，話の組み ・自分の考えや意図を ・自分と友だちの考え
立てを工夫して話す。 はっきりさせて話し を共感的又は批判的

・話し手の意図を理解し，自分の感想や意見を 合う。 に聞く。

もつ。 ・繰り返し思考するこ

６年生 ・目的や場に応じた，適切な言葉遣いで話す。 ・互いを尊重しながら とを通して，自分の
・事象と感想や意見とを聞き分け，話の内容に 計画的に話し合い， 考えをより確かなも

ついて意見をまとめる。 考えをまとめる。 のにする。
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５ 学び合いを確かにする評価活動
学習を支える評価

単元の最後だけでなく，学習過程を通して継続的に行っていく。

子どもの評価 教師の評価
①自己評価活動 ・進歩の状況の評価
学び方⇒自分の考えと判断に基づく学習活動が，

できていること。 ・良い点や可能性の評価
良さの表れ⇒前の自分と比べ，進歩が自覚される

こと。 ・個人や集団の肯定的な
学習意欲⇒問題の発見，問題解決への努力点を理 評価

解する。目標の実現状況等に対する満
足感・達成感がもてる。 ・子どもの評価活動に

対する評価
②相互評価活動
学び合い⇒友達のよいところ探し。教え合い。

他人を意識し、他人の考えに興味をも ・つまずきのある子への支援
つことができる。 へ生かす。

より良い人間関係作り⇒認め合い。励まし合い。 ・指導の改善を図る。
その場での生きた会話。

次の学習につなげられるようにする。

本校における具体的評価

「話すこと・聞くこと」領域における評価
○「発音・発声に関わること」「話す速さ」「態度」の他，目的・話の内容・構成・新たな考え・
日常の生活に生かす場での評価も大切。

ã
・メモ（スピーチメモ，ワークシート，etc）
・聞き取りカード
（各学年の目標に照らし合わせて，評価の観点を具体的に示す。【聞く観点・話す観点】）
・振り返りカード

「読むこと」領域における評価
○受け身的に読むのではなく，目的を明確にもち，その目的に応じて資料を選択し読み取る力を
育成し，評価する。

ã
・読み取りノート（一人読み）
・座席表を用いて，子ども一人一人の読み取り状況や考え方を把握する。
・振り返り（国語日記等）…単元または毎時の学習の終末に，その学習を振り返り，

わかったことや感じたこと，思ったことなどを自分の言葉
でノートに書かせる。

「書くこと」領域における評価
○誤字・脱字・仮名遣いなどの表記，主語・述語・修飾語被修飾語などの文，段落と段落，全体
の組み立てができる力を育成し，評価する。

ã
・自分自身で評価する。
・隣り同士やグループで評価し合う。（鑑賞・交流）
・学級全体で作品を評価し合う。（鑑賞・交流）



 

１．（１）各学年の「読むこと（文学的文章）」単元一覧         ☆言語活動例 

 

低学年 

 

中学年 

 

高学年 

 

１年                  ２年 

 

３年                  ４年 

 

５年                  ６年 

 

（６月けむりのきしゃ） 

・場面の様子について， 
登場人物の行動を中心 
に想像しながら読む。 

☆視写絵本を作る。 

 

 

 

 

 

（７月おおきなかぶ） 

・場面の様子を思い浮か 
べながら，楽しく音読 
したり，動作化したり 
する。 

☆登場人物の動きを話し 
合い，劇をする。 

☆紙芝居を作る。 

 

 

 

（９月けんかした山） 

・場面の様子を想像しな 
がら読み，お話を読む 
楽しさを味わう。 

☆オリジナル絵本を作
る。 

（１１月うみへのながい 
たび） 

・場面の様子を想像し， 
楽しみながらお話を読 
む。 

 

（４月「えいっ」） 

・登場人物の様子を思 
い浮かべながら読み， 
くまの子になったつ 
もりで音読する。 

 

 

 

 

 

（７月きつねのおきゃ 
くさま） 

・場面の様子や登場人物 
の行動を想像し，登場 
人物になりきって読  
む。 

・登場人物の気持ちを想 

 像しながら，強く心に  

残ったことを書く。 

☆きつねの出てくる繰り 

 返しのある話を書く。 

（９月わにのおじいさ  
 んのたからもの） 

 ・場面の様子や人物の 
行動を想像し，登場人  

物になりきって読む。 

☆お話の続きを書く。
（１０月かさこじぞ
う） 

・場面の様子について 
登場人物の行動を中 
心に想像して読み， 

 

（４月白い花びら） 

・登場人物の気持ちを思 
い浮かべながら読む。 
物語の続きを想像す  
る。 

☆続き話を書く 

 

 

 

 

（７月のらねこ） 

・会話や行動に表れた登 
場人物の性格を考えな 
がら読む。 

☆続き話を書く。 

☆本の帯を作る。 

 

 

 

 

 

（９～１０月わすれら
れ ない おくりもの） 

・登場人物の心の動きを 
考えながら読み，物語 
の内容をわかりやすく 
紹介する。 

☆本の帯を作る。 

 

 

 

 

 

（４月白いぼうし） 

・場面や人物の様子が 

 わかる言葉を手がか 

 りにして，松井さん 

 の気持ちを想像する。 

・場面の様子や「松井 

 さん」の心の動きの 

 変化がよく表れるよ 

 う工夫して音読する。 

☆松井さんになりきり， 
おふくろに絵手紙を書 
く。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（９月一つの花） 

・時代の状況や場面の 

 様子がわかる言葉を 

 もとに登場人物の願 

 いを考えながら読む。 

☆登場人物の誰かに宛 

 てた手紙を書く。 

☆音読会をする。 

☆十年後の続き話を書 
 く。 

（７月ぞろぞろ） 

 

（５月いつか，大切なとこ
ろ） 

・登場人物の心情の移 

 り変わりを読み，物 

 語の続きを想像する。 

☆続き話を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９～１０月大造じいさんと
がん） 

・登場人物の心情の変化 

 を読み，「山場」を考 
える。 

・情景描写から登場人物 
の心情を読み取る。 

☆リーフレットを作る。 

☆フライヤーを作る。 

 

 

 

 

（４月薫風・「迷う」） 

・優れた叙述を味わいな 
がら読む。 

・作品を音読し，工夫さ 
れている表現や心に残 
る表現を紹介し合う。 

・「薫風」や「迷う」に 
紹介されている事例を 
もとに，筆者のものの 
見方や考え方を読み取 
る。 

（７月川とノリオ） 

・登場人物の心情や場面 
について優れた描写を 
味わいながら読む。 

・書く必要のある事柄を 
整理し，工夫して紹介 
文を書く。 

☆十年後の続編を書く。 

「十年後，また八月六日 
がくる」を出版しよう。 
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・場面ごとに白くまのセ 
リフを考え，紙芝居に 
して発表する。 

  

（１１月天にのぼったお 
けやさん） 

・場面の様子を想像し， 
楽しみながらお話を読 
む。 

☆お話図鑑を作る。 

心に残ったことを交 
流し合う。 

☆音読発表会をする。 

☆作者の違う「かさこ 
じぞう」を比べて読 
み，感想を述べ合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・話の展開のおもしろさ 
や，人物のおもしろさ 
を読む。 

・「笑い」に関する話 
 題や本を参考に，「読 
書発表会」をする。 

☆音読発表会を開く。 

☆お気に入りの落語を 
 選んで紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１２月スイミー） 

・場面の様子を想像しな 
がら読み，お話を読む 
楽しさを味わう。 

☆続き話を書く。 

☆「おはなしどうぶつえ 
ん」を作り，本の紹介 を
する。 

 

 

 

（２～３月お手がみ） 

・人物の行動や気持ちを 
思い浮かべながら読む。 

・文の続きに気をつけて， 
登場人物に手紙を書く。 

☆音読発表会をする。 

☆紹介カードで好きなと 
ころを紹介する。 

☆視写本を作る。 

☆オリジナル絵本を作
る。 

 

 

 

 

 

（１１月ないた赤お
に） 

・行動や会話，場面の 
様子から心に残った 
ことを交流し合う。 

・心に残った場面の絵 
を描き，その理由を 
書く。 

☆お話びじゅつかんを 
作る。 

 

（２月かさこじぞう） 

・場面の様子について 
登場人物の行動を中 
心に想像して読み， 
心に残ったことを交 
流し合う。 

☆音読発表会をする。 

☆作者の違う「かさこ 
じぞう」を比べて読 
み，感想を述べ合う。 

 

 

 

 

 

 

（１１～１２月モチモ
チ の木） 

・登場人物の気持ちや場 
面が移り変わるおもし 
ろさを読み，読書の世 
界を豊かにする。 

☆「斎藤隆介まるごとペ 
ーパー」を作る 

☆音読台本を作る。 

☆「花咲き山」と比べ読 
みをし，感想を述べ合 
う。 

（２～３月おにたのぼ
う し） 

・場面の様子を比べなが 
ら読み，おにたの心の 
動きを想像する。 

☆おにたに対する気持
ち を手紙に書く。 

☆おにたのつぶやき日
記 集を作る。 

☆読書応援ペーパーを作る。 

 

 

 

 

（１１月ごんぎつね） 

・場面の移り変わりに気 
をつけて，ごんや兵十 
の様子や気持ちの移り 
変わりを読む。 

・一番心を打たれたこと 
を中心に，感想を書き， 
発表し合う。 

☆「問い・ストーリー４」 

・問いをめぐって語り合う。 

☆『ごんぎつね』と『権 
狐』を比べて読み，感 
想を交流する。 

☆ごんに薦めたい物語
を 交流する。 

 

（３月木竜うるし） 

・場面の移り変わりに気 
をつけて，登場人物の 
様子や気持ちの移り変 
わりを読む。 

 ☆音読劇をする。 

 

 

 

 

（１１月雪わたり） 

・人物や場面の描かれ方 
を読み味わいながら， 
読書生活を豊かにす  
る。 

☆ポップを作る。 

☆絵本を比べて読み，絵 
本ベスト１を選び，推 
薦文を書く。 

 

（３月みすゞさがしの
旅） 

・筆者の心情や考えにふ 
れ，自分の考えを広げ 
たり深めたりしながら 
読む。 

・作者のものの見方に対 
する自分の考えや感想 
を感想文に書く。 

☆みすゞの魅力を伝え
る お気に入りの詩を
発表 する。 

 

 

 

 

 

（１１月きつねの窓） 

・登場人物や場面の様 
子を具体的に思い浮 
かべながら物語の世 
界を読み味わう。 

・テーマに合った作品 
を友達に紹介するた 
めの紹介文を書く。 

☆ファンタジー絵本を作る。 

☆「問い・ストーリー６」 

・問いをめぐって語り合う。 

（１月伊能忠敬・「先輩 
からの手紙」） 

・事実が述べられていると 

ころと，筆者の感想が述 べ

られているところとの 関

係 を お さ え な が ら 読  

み，人物の生き方につい 

て自分の意見や感想をは 

っきりさせる。 

☆人物カードをつくる。 

☆偉人日めくりカレン 
ダーを作る。 

☆「この人がスゴイ！」 

   パンフレットを作る。 

 

    



 

 

 

１．（２）各学年の「読むこと（説明的文章）」単元一覧       ☆言語活動例 

 

低学年 

 

中学年 

 

高学年 

 

        １年                  ２年 

 

         ３年                  ４年 

 

        ５年                  ６年 

 

＊（６月すずめのくら

し） 

・写真と結び付けながら 

説明されている内容を 

理解する｡ 

☆視写本を作る。 

☆いきもの  くいずを 

 つくろう 

・「すずめのくらし」の 

文章の書き表し方を参 

考にしていろいろな文 

章を書く。 

☆動物クイズ作り。 

（９月だれが，たべたの 

でしょう） 

 ・問いと答えの関係に 

気を付けて説明の文章 

を読む。 

☆視写本を作る。 

 

 

 

 

 

（６月すみれとあり 図 

書館へ行こう） 

・時間的な順序や事柄の 

順序などを考えながら 

内容の大体を捉える｡ 

 

                      

                      

                      

                      

                      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５月うめぼしのはた 

らき めだか） 

・段落の要点に気をつ 

けて読み，わかった 

ことや大事なことを 

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５月花を見つける手

が かり） 

・小見出しをつける。 

・指示，接続語，文末表 

現に注意して段落のつ 

ながりをつかみながら 

読む。 

・構成を簡単な文章図に 

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５月新聞を読もう） 

・新聞の仕組みを知り， 

それをもとに同じ出来 

事を扱った新聞記事を 

読み比べたり，同じ内 

容や見出し，写真など 

について気付いたこと 

を発表し合う。 

 

（５～６月言葉と事実） 

・取り上げられた言語表 

現の事例とその影響， 

影響を与えた理由を読 

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５月雪は新しいエネ

ル ギー） 

・雪エネルギーの利用に 

対する筆者の主張と取 

り上げた事例の関係， 

残された課題などを検 

討しながら読み，筆者 

の説明の仕方や雪エネ 

ルギーの利用について 

考えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１月はたらくじど

う 車） 

・文と文のつながりを意 

識して読む｡ 

 

 

 

（１０月さけが大きく

な るまで） 

・時間的な順序や事柄の 

順序などを考えながら 

内容の大体を捉える｡ 

 

 

（１０月くらしと絵文 

字） 

・話題への導入・問題 

提示・解説の部分な 

ど，段落のつながり 

に気を付けながら読 

 

（１０月ウミガメの命

を つなぐ） 

・内容と段落のまとま 

 りの大体をつかむ。 

・要点や必要な細部に注 

意して正しく読み取  

 

（１０月世界遺産  白

神 山地からの提言 

 ー意見文を書こう） 

・多様な文章や資料を比 

べながら読み，自分の 

考えを深め，その考え 

 

（１１月ぼくの世界，き 

みの世界） 

・事実と意見の関係を 

押さえ，自分の考え を

持ちながら読む。 

・自分の経験を踏まえな 



 

 

 

＊「のりものカード」で 

しらせよう 

・好きな自動車のつくり

☆のりものずかんを作る。 

☆ノリモンカードを作る。 

 ※「書く」の単元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

む。 

☆絵文字を説明する文 

章を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

る。 

 ＊「不思議図かん」  

   をつくろう 

・身の回りの不思議なこ 

とがらに関する本を紹 

介し，読書を広げる。☆

ウミガメ救出裁判ファ 

イルを作る。 

 

 

が伝わるように根拠を 

明確にして意見文を書 

く。 

 

 

 

 

 

 

 

がら，筆者の意見を考 

える。 

・自分の立場をはっきり 

させ，話し合う。 

 

（新しい世界と出会う） 

・述べられている本を読 

み，新聞やコラムにま 

とめたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ＜単元学習として設定＞                                                                           

    ◇情報を求める手段として教材文を読む。＜論理的に読み取る力＞                                             

    ◇自分の考えを伝えるために，必要な情報を集めまとめる。＜情報活用能力＞                                     

    ◇お互いの考えを相手に伝え合う。《情報交流力》（ディベート，パネルディスカッション，ペープサート，紙芝居   ） 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（１月みぶりでつたえ

る） 

・事柄の順序に気をつけ 

ながら，文章の内容の 

大体を読む。 

 

＊みぶりをせつめいし

よ う 

・身ぶりについて説明す 

る文章を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１月「しかけ絵本」を 

作ろう） 

・時間的な順序や事情な 

どを考えながら，内容 

の大体を捉える｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１～２月川をさかの 

ぼる知恵） 

・段落のつながりに気 

をつけながら写真と 

文章を結びつけて読 

み，考えたことをま 

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１月｢便利｣というこ 

と） 

・筆者の考えを，読み取 

る。 

・要旨をつかむ。 

・文章の構成をつかむ。 

 

＊調べてわかったこと 

 を発表しよう 

・調べたことなどについ 

て筋道を立てて話した 

り話の中心に気を付け 

て聞いたりする。 

 

 

 

 

 

 

（１月まんがの方法）・ 

・例としてあげられた絵 

と文とを，一つ一つ対 

応させて読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３月ひろがる言葉） 

・卒業を前に６年間の言 

葉の学びを振り返り 

成  長を自覚すると 

ともに，中学校での 新

しい言葉との出会 い

の希望をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                               ＊印は重点教材 



２．各学年の「書くこと」単元一覧        

 

低学年 

 

中学年 

 

高学年 

 

        １年                  ２年 

 

         ３年                  ４年 

 

        ５年                  ６年 

［５月かき，かぎ］ 

・清音と濁音，半濁音の 

違いを理解して，正し 

く読んだり書いたり  

し，主語と述語の関係 

や文の終わりに句読点 

がつくことを理解し， 

正しく文を書く。 

［５月ねこ，ねっこ］ 

・促音の読み方と書き方 

を理解し，句読点の使 

い方を理解する。 

［５月ことばをつなご

う］ 

・言葉には意味による語 

句のまとまりがあるこ 

とに気づき，つながる 

言葉を考えて読んだ  

り，書いたりする。 

［６月せんせい，あの

ね］ 

・話し言葉がそのまま文 

になることを知り，先 

生に話しかけるかたち 

の簡単な形の文章を書 

くとともに，敬体の文 

章に慣れるようにす  

る。 

［７月えにっき］ 

・身の回りのできごとや 

経験したことを，絵と 

文で表現する。 

［４月つづけてみよう］ 

・毎日の生活を振り返 

 り，日記を書く。 

 

 

 

                      

                       

                       

                       

                       

    

〔６月「生きものクイズ」を

作ろう〕」 

・生き物について知りた 

いことを調べ，クイズ 

を作る。 

 

〔７月「かんさつ発見カード

を書こう〕 

・観察して同じところや 

違うところを見つけ，

「かんさつ発見カード」 

を書く。 

 

 

〔９～１０月町の「すてき」

をつたえます〕 

・「はじめ」「中」「お

わ り」のまとまりを考

え て，町探検報告文を

書く。 

［５月「発見ノート」 

を作ろう］ 

・毎日の生活の中での 

発見や不思議に思っ 

たことなどを発見ノ 

ートに書く。 

 

 

 

 

 

 

［９月取材して知らせ 

よう］ 

・取材メモを上手に使 

って，組み立てを考 

えながら調べたこと 

を文章にまとめる。 

 

［９月手紙を書いてつ 

たえよう］ 

・手紙の書き方を知り， 

目的に合わせた手紙 

を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［５月ぴったりの言葉， 

見つけよう］ 

・心が動いた出来事を短 

い文章で表現する。 

［５月花を見つける手

が かり］ 

・小見出しをつける。 

・構成を簡単な文章図に 

まとめる。 

［６月リーフレットで

知 らせよう］ 

・リーフレットの特徴を 

生かした組み立てを考 

え，見学したことや調 

べたことを報告する。 

［７月短歌の世界］ 

・好きな短歌を選んで， 

書き写したり，感想を 

書いたりする。 

［９月新聞を作ろう］ 

・割り付けを工夫して， 

わかりやすい紙面の新 

聞を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［５月「情報ノート」を 

 作ろう］ 

・興味を持ったり，疑問 

に思ったりしたことに 

 ついて，情報を集めて 

 「情報ノート」を作る。 

 

 

 

［７月ポスターを作ろ

う］ 

・伝えたい相手や目的， 

内容を考え，構成や表 

 現を工夫してポスタ

ー を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［５月随筆を書こう］ 

・心を動かされたできご 

とから書くことがらを 

決め，随筆を書く。 

 

 

［６月パンフレットで

知 らせよう］ 

・相手や目的に応じて内 

容や構成を考え，パン 

フレットを作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［９月物語を作ろう］ 

・写真から想像を広げ， 

展開を考えて物語を作 

る。 

 

 



［９～10 月たのしかっ 

たことをかこう］ 

・日常生活から書くこと 

を見つけ，文章を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［10 月みつけたよ，い 

きもののひみつ］ 

・生き物と触れ合ったこ 

とや見聞きしたことを 

思い出して書く。 

 

 〔１１月のりものカードで 

 しらせよう〕 

 ＊「のりものカード」 

 でしらせよう」 

・好きな自動車のつくり 

やはたらきを主述の整 

った文や絵で紹介する。 

☆のりものずかんを作る。 

☆ノリモンカードを作る。 

［１０月～１１月おも

しろいもの，見つけた

よ］ 

・見つけた物の様子をよ 

く見て，様子が伝わる 

ように詳しく書く。 

 

〔１１月みじかい言葉で〕 

・心が動いたことを短い 

言葉で書く。 

 

〔１２月おもちゃのせつめい

書を書こう〕 

・おもちゃの作り方や遊 

び方の順序を考えて， 

説明書を書く。 

［１２月はっとしたこ 

とを詩に書こう］ 

・身近なこと，想像し 

たことをもとに，表 

現を工夫して詩を書 

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［１０月いろいろな手

紙 を書こう］ 

・手紙の書き方を知り， 

送る相手や伝える目的 

に合わせて手紙を書  

く。 

［１０月ショートショ

ー トを書こう］ 

・不思議な言葉を作り， 

想像を広げて「ショー 

トショート」を書く。 

 

 

 

 

［10 月俳句を作ろう］ 

・季語や自分の気持ちや 

 様子を表す言葉を選

び 

 俳句を作る。 

 

［１０～１１月世界遺

産  白神山地からの提

言 

 ー意見文を書こう］ 

・多様な文章や資料比べ 

ながらを読み，自分の 

考えを深め，その考え 

が伝わるように根拠を 

明確にして意見文を書 

く。 

［１１月自分の考えを

発 信しよう］ 

・理由や根拠を示して， 

説得力のある意見文を 

書く。 

 

［１２月書評を書いて

話 し合おう］ 

・これまでに読んだ本の 

中から好きな本につい 

て書評を書き，紹介し 

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ＜単元学習として設定＞                                                                           

    ◇情報を求める手段として教材文を読む。＜論理的に読み取る力＞                                             

    ◇自分の考えを伝えるために，必要な情報を集めまとめる。＜情報活用能力＞                                     

    ◇お互いの考えを相手に伝え合う。《情報交流力》［ディベート，パネルディスカッション，ペープサート，紙芝居   ］ 

 

 

 

 

 

       

  

［２月おもい出のアル

バ ム］ 

・経験したことや見たこ 

とを思い出し，わかり 

やすい文章を書く 。 

 

 

 

 

［２月こんなことがで

き るようになったよ］ 

・したことや身のまわり 

のできごとの中から書 

くことを見つけ，思い 

出して，順序を考えて 

書く。 

 

 

［２月強く心にのこっ 

ていることを］ 

・身近な生活の中から 

自分に合った題材を 

見つけ，段落相互の 

関係を考えながら， 

中心になる場面をは 

っきりさせて文章を 

書く。 

［２月自分の成長をふ

り 返って］ 

・様子がわかるように， 

よりよい表現を選んで 

書く。  

 

 

 

 

［１月提案文を書こう］

・身のまわりの生活か 

ら課題を見つけ，事実 

と意見を結びつけて提 

案文を書く。 

 

 

 

 

［１月言葉と私たち］ 

・言葉に対する自分の考 

えを書き，言葉への関 

心をもつ。 

 

 

 

 

 

                                                                                                              ＊印は重点教材 



３.各学年の「話すこと・聞くこと」単元一覧 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年  

〔４月たのしい いちに

ち〕      

・挿絵をもとに挨拶の言葉

を考え,場面に合わせた挨

拶ができるようにする。 

 

〔４月わたしのなまえ〕      

・自己紹介の挿し絵をもと

に，話し方や聞き方につ

いて話し合う。 

〔４月こえのおおきさどれ

くらい〕 

・挿し絵をもとに，場面に

応じた話し声の大きさを

意識する。 

〔４月こえをあわせてあい

うえお〕 

・姿勢や口形，声の大きさ

や速さなどに注意しては

っきりした発音で読む。 

〔５月みつけてはなそう，

たのしくきこう〕 

・挿し絵から見つけた話題

を話し，相手の話題に対

して簡単なことを尋ねた

り応答したりする。 

〔９月なつの おもいでを  

 はなそう〕 

・相手に応じて，話す事柄

を順序立て，丁寧な言葉

と普通の言葉との違いに

〔６月すきなことをつたえ 

よう〕 

・自分の好きなことや得意 

なことを，理由を添えて 

話したり，友達の話を聞 

いて感想を述べ合ったり 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

〔９月「グループ はっぴ 

ょう会」をひらこう〕 

・「グループはっぴょう会」 

 でしたいことをカードに

書き，理由を話す。 

・カードを見て質問し合う。 

・カードをまとめる。 

・話し合って，発表するも

のを決める。 

 

 

 

 

 

 

 

〔１月「おもちゃ大会」を 

〔４月「じこしょうかいビ

ンゴゲーム」をしよう〕 

・自己紹介ビンゴカードを

もとに，自分のことが伝

わるように話したり，相

手の話を聞いたりする。 

 

 

〔５月たからものをしょう

かいしよう〕 

・中心点をはっきりさせた

り，理由を添えたりして

自分の宝物を紹介し，友

達の意見や感想をもとに

よりよい発表にする。 

 

 

〔９月よく見て，話し合お

う〕 

・写真をよく見て気づいた

ことを，互いの意見の共

通点や相違点に着目しな

がらグループで話し合

う。 

 

 

 

 

 

〔１０～１１月絵文字で表

そう〕 

〔４月わたしは，だあれ〕 

・自分の知りたいことを明

確にして，質問する。 

〔６月メモの取り方をくふ

うして聞こう〕 

・相手の話の大切なことを

落とさないように，工夫

してメモを取りながら聞

く。 

 

〔９月「夏の思い出」記者

になろう〕 

・話し手がどんなことを伝

えたいのかを考えなが

ら，質問をする。 

〔９月写真をもとに話そ

う〕 

・伝えたいことをはっきり

させて，理由や事例など

をあげながら筋道を立て

て話す。 

〔１１月言葉が表す感じ，

言葉から受ける感じ〕 

・言葉や音が表すイメージ

や，イメージに即した言

葉を考えたりすることに

よって，言葉の特性につ

いて考える。 

 

〔１１月新スポーツを考え

よう〕 

〔４月わたしは木〕 

・友達の言葉や動作を受け

止めてつなげる即興的な

活動をする。 

 

〔６月「町じまん」をすい 

せんしよう〕 

・推薦するもののよさが伝

わるように説明したり，

納得できるかどうかに留

意したりして聞いたりす

る。 

・リーフレットを作る。 

 

 

〔９月知りたいことを決め 

て，話を聞こう〕 

・聞きたいことをことを明

確にして，話を聞く。 

 

〔１０月ＡＩとのくらし〕 

・立場を決めて話し合い，

さまざまな意見を聞いて自

分の考えを広げる。 

 

 

 

 

 

 

〔１～２月ひみつを調べて

〔４月自分に質問してみよ

う〕 

・自分のことを客観的に捉

えて話す。 

 

〔６月地域の防災について

話し合おう〕 

・立場や意見をはっきりさ

せて話し合ったり，パン

フレットを作成して伝え

たりする。 

 

〔９月教えて！あなたの

「とっておき」〕 

・話し手の意図を考慮しな

がら聞き，自分の意見と

比べて考えをまとめる。 

 

 

 

〔１０月「うれしさ」って

何？〕 

･お互いの考えや意見を関

連づけて述べ合い，共通

点や相違点をもとに分類

する。 

 

 

 

 

〔１月言葉と私たち〕 



気を付けて話す。 

・大事なことを落とさない

ようにしながら，興味を

もって聞く。 

〔11月えを見ておはなしし

よう  

・絵を見て話題を見つけ友

達と話したり，友達の話

を受けて答えたりする。 

 

ひらこう〕 

・必要なことを順序立てて，

おもちゃの作り方を説明

する。 

・大事なことを落とさない

ようにしながら，興味を

もって聞く。 

 

・司会や記録など役割を決

めて，保健室を表す絵文

字についてグループです

すんで話し合う。 

・相手を見て話したり聞い

たりするとともに，言葉の

抑揚や強弱，間の取り方な

どに注意して話すこと。 

 

〔１月調べてわかったこと 

を発表しよう〕 

・ポスターセッションの方

法を知り，グループで話

し合って調べることを決

める。          

・調べたことをもとにポス

ターを作り，発表原稿を

考える。    

・理由や事例などを挙げな

がら筋道を立て，適切な

言葉遣いで話す。      

発表しよう〕 

・資料を生かした構成を考

えて，効果的に発表する。 

 

・言葉に対する自分の考え

を書き，言葉への関心をも

つ。 
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【柱２】言語の基礎的・基本的な知識・技能の向上 
国語の日常的な実践  ～言語事項の確実な定着を図るために～  

（１）全校朝読書・読み聞かせ 
①朝の全校読書タイム（チャレンジタイムの中で） 
【目  的】読書習慣を身に付ける。集中力を高め，学習に向かう姿勢づくりをする。 

【実施時間】週１～２ ８：１５～８：２５ 

【実施内容】 

  ・８：１５になったら，本を読む。 

  ・一人一冊の本を読む。 

  ・まわりの友達に迷惑にならないように読む。 

  ・読み聞かせを聞くこともある。 

  ・１～４年生までは，毎週木曜日に図書委員会が読み聞かせをする。 

②読み聞かせ活動を推進 
【目  的】様々な本に出合わせ，本の世界を広げるとともに交流の場とする。 

【実施時間と内容】 

 ・教師から子どもへ  → 担任が決めた読み聞かせの日や授業の中で担任が実践 

 ・子どもから子どもへ → 毎週木曜日に，図書委員会の子どもが読み聞かせ 

③図書環境の充実 
 ・図書室，絵本の部屋の整備（図書担当及び全職員） 

 ・図書の整理（ＰＴＡボランティア） 

 ・市の図書館や移動図書館「わかしお号」の積極的な利用 

 ・図書委員や教師によるおすすめの本の紹介 

 ・ブックリストの改訂 

（新刊本やお薦めの本を加え，１００冊のリストにする。） 

 

（２）朝の音読・詩の暗唱  
【目   的】読む楽しさを感じさせ，学習に向かう姿勢づくりをする。  

【実施時間】朝の会の中で行う。  

【実施内容】各学年で音読集を購入して行う。  

 

（３）チャレンジタイム  
【目   的】各学年に応じた国語の基礎的な言語事項を身に付ける。 

【実施時間】木曜日以外の曜日の中で，各学年で設定した日の朝自習の時間帯に行う。 

【実施内容】  

   ・読書、読み聞かせ、短作文を書くことを曜日を設定して実施する。  

   

（４）音読・読書カード 
【目   的】  ・読むことに慣れさせ，学習材がすらすら読めるようにする。  

         ・学習内容によって，音読の視点を与えて考えながら読ませる。  

・自分の読んだ本を記録して，充足感を味わわせる。  

【実施内容】  ・各学年の発達段階に応じて作成し，カードは一年間積み重ねていく。  

      ・家庭では保護者に聞いてもらい，聞いた印をもらう。  

 

 

（５）国語辞典・漢字字典活用の日常化  
【目   的】語彙を増やし，日常的に国語辞典や漢字字典を引く習慣を付ける。  

【実施時間】個々がわからない言葉があった時に引く。  

【実施内容】  

・調べた言葉に付箋を貼る。  

・いつでも必要な時に辞書が引けるように小さな手提げに入れて机の脇に  

   かけておく。繰り返して練習したり，苦手な内容を復習したりして習熟を図る。 

①全てのチャレンジプリントをファイルに綴じ込む。 



 

国－23 

    ②順番通りでなくても，学習の進度に合わせて使っていく。 

     ③国語科の時間に実施しても良い。      

     ④チャレンジタイムの１０分で問題が終わらない場合は，途中で中断するなど，各学級 

で臨機応変に対応する。 

     ⑤できるだけ繰り返して何度も行う。 

◇プリントの内容 

 ＜言葉遣いに関する内容＞ 

     ていねいな言い方（常体と敬体）  いろいろな文末表現（命令・推量・断定等） 

     敬語 

 ＜文字に関する内容＞ 

     漢字の成り立ち   片仮名を書こう   ローマ字を書こう 

 ＜表記に関する内容＞ 

     撥音（はねる音） 長音（のばす音） 促音（つまる音） 拗音（ねじれる音） 

     助詞の使い方（わ・は）（え・へ）（お・を）   平仮名表記（じぢ・ずづ等）  

     送り仮名・仮名遣い   「 」・句読点と符号   同訓，同音文字・音と訓 

     漢字の形と音・意味   特別な読み方の漢字 

 ＜語句に関する内容＞ 

     音や様子を表す言葉（形容詞）   動きを表す言葉（動詞）   

     気持ちを表す言葉   名前言葉（名詞）   くわしくする言葉（修飾語） 

     かざり言葉（副詞）   慣用句   国語辞典・漢字辞典   ことわざ 

     意味の似た言葉集め   反対の意味・対語   言葉の意味を表す 

     言葉の組み合わせ   熟語   漢語・和語・外来語 

 ＜文及び文の構成に関する内容＞ 

    「だれが」を表す言葉   「いつ」を表す言葉   「どこで」を表す言葉 

 「なにを」を表す言葉   ５Ｗの文型   文の中の主語と述語 

     指示語（こそあど言葉）   接続詞（つなぎ言葉）   助詞の使い方 

     文の組み立て   文のねじれをなくす   名詞・動詞・形容詞・形容動詞 

     単文・重文・複文   接頭語・接尾語・擬態語・擬音語 

 

（６）基礎・基本の時間 
【目  的】国語・算数を中心に，各教科の補充・発展的な内容を扱い，学年での基礎・基本と

なる力を身に付ける。 

【実施時間】クラブ実施期間終了後（１～３月）の余剰時間に３年生以上が行う。 

【実施内容】各学年の基礎的な学習内容の充実を図るよう，学年で計画を立てる。 

       低学年の職員も他学年の補助をする。 

 

（７）漢字甲子園 
【目  的】競技を通じて漢字力の向上を図る。 

【実施対象】４～６年生の希望者 

【実施時期】９月（夏休み明け）の年１回実施     

【実施内容】・出題範囲の問題は１５０題とし（Ａ３用紙２枚），内訳は４，５，６年で習う漢

字からそれぞれ５０題ずつとし，本番は１５０問中１００問を出題する。 

・書き問題だけとし，読みは出題しない。 

・問題は，解答と共に事前に予告する。その時，特に注意を要する字については，

採点基準を示す。 

【競技概要】競技時間は１５分間。どこから解いても良い。 

【採点表彰】参加者全員に，各自の得点の告知を行う。（解答用紙も返却する。） 

満点者を漢字博士に認定し，表彰する。 

 

（８）家庭学習の習慣化 
【目  的】「家庭学習のすすめ」（研究紀要参照）をもとに，家庭学習の習慣化を図る。 

【実施時間】年間通じて家庭で実施 

【実施内容】音読，一人学び，漢字練習など（各学年の「家庭学習のすすめ」参照） 
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【柱３】興味・関心を高める国語環境の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろは坂 （Ａ棟東階段） 

いろは歌を自然と覚えられる。 

熟語くん（３～６学年）  

サイコロの文字を組み合わせて熟語を作る。 

「古典にふれる」（Ｂ棟３階連絡通路）↑  

年表と対応させ，古典の冒頭を掲示 

熟語くん（Ａ棟図書室前廊下，Ｂ棟３階連絡通路）

小学校で学習する特別な読み方をする漢字を掲示 

体の慣用句（Ｂ棟２階連絡通路） 

同じ体の部分を使った慣用句を掲示 

昔の月の呼び方（Ｂ棟２階連絡通路） 

昔の月の呼び方を月ごとに掲示 

～伝統的な言語文化にふれよう～ 
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十二支（Ｂ棟２階連絡通路） 

十二支を順に掲示 
 国語学習コーナー  （Ｂ棟２階連絡通路） 

国語学習の成果物を展示または掲示 

天気・様子・気持ちを表す言葉  （Ｂ棟２階連絡通路） 

二十四節気 （Ｂ棟２階連絡通路） 

季節によって色を変えた用紙に二十四節気の名称と 

時期と意味を掲示 

あつまれ ことばの森 （Ｂ棟１階連絡通路） 

子どもから反対言葉を募集して掲示 
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                      ～読書環境の充実～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図書委員おすすめ本（Ａ棟３階図書室前廊下） 

図書委員がおすすめする本を絵と文章で紹介した 

ものを掲示（定期的に作成している。） 

を掲示。（定期的に作成している） 

先生方のおすすめ本 （Ａ棟３階図書室前廊下） 

職員ががおすすめする本を掲示 

新着図書紹介コーナー（Ａ棟３階図書室内） 

新たに購入したものや寄贈された物を並べている。 
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読書の広場 （各学年廊下） 

学習に関する本などを校内や市立図書館から借り

て児童が手にとって読めるようにしている。 


